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「生涯現役．， あわし健康長寿の島づくり」事業（概要）
1 事畢の●●

淡路島の人口はピーク時に比べて4割以上減少して13万人を切り、また、 65歳以上高齢化率が

37.0％と県下で最も高齢化が進んでいる一方で、65歳以上就業率が31.2％と県下で 一番高く、

健康な高齢者が元気に活躍している地域でもある。

このため、高齢者がいきいきと安心して暮らせる「健康長寿の島」の実現を目指し、“栄養"、“運

動 ” 、“社会参加 ” の3本柱を中心に高鈴者の健康状態や生活習慣について様々な調査を活用して

科学的に分析し、県民局だけでなく県立淡路医療センタ ー、島内3市、医師会、歯科医師会、いず

み会など関係機関・団体が連携して、淡路島の特性を踏まえた適切な健康寿命の延伸対策に取り

組むとともに、あわじ環境未来島構想に掲げる「暮らしの持続」の具現化を図り、高齢者の健康の

向上を軸として、積極的な社会参加、就労の促進などを総合的に進める。

1 事婁内喜

(1) rぁわじ鍵塵長寿の島づくりブロジェクト会議」のII催
県立淡路医療センタ ー院長を座長に県民局内関係部署をはじめとした関係機関・団

体からなるプロジェクト会議を設置し、①栄養（食生活・ロ腔ケア）、②運動（身体

活動）、③社会参加（就労）の3本柱を中心として、地域の現状•特性を踏まえた取

組みの検討を行う。

(2) 饂畢●●の島づくりに向けた.董•分析の実纏

あわじ健康長寿の島づくりブロジェクト会議の下に調査分析を行うワ ー キング部会

を設置し、国民生活基礎調査、保健統計、健康づくり実態調査、県立淡路医療センター

実施の調査など様々な調査デー タを科学的に分析して具体的施策の展開につなげる

とともに、必要に応じて特定課題に係る追加調査の検討を行う。

(3)住民の意識啓蠅や調偏着の麗朧を渾める講漬会響の闘催

東京大学高齢社会総合研究機構の飯島勝矢教授によるフレイル予防に関する講演会
r’

ト 1
を6月20日に開催したほか、住民の意識啓発につながる行事・講演会の舅催や関

係者の認識を深める研修会の実施等についてブロジェクト会議で検討する

(4) 富繭者就男対籟事鐵の実篇

淡路県民局、ハロ ーワ ーク、島内3市、商工会議所、島内各商工会ゴll雇用開発協会ハヽ
で構成する淡路地域人材確保協議会において、①高齢者を対象と心；i労相戸

P
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ノケー ト調査によるニ ー ズの現状把楓②高齢者円扁危
、
係る塔更め累識改そPi鰍fメ

のセミナ ー開催や高齢者雇用啓発リ ー フレッ t ＠作成土配柑、③企業と菖齢者

のニ ー ズに応じたマッチングのための求人説明蚤開催や個別企翼訪問等
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労促進の取組を実施する。
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(5) 富馨者に優しい濠路島量戴の●
高齢者でも楽に作業ができるようi...9 01 、し0Jヽ

の導入支援、②農作業軽労化のための機械隷備等の
\U 

すい直売所向け作物の栽培推進などの着序定●を図 D

進する。

I最新医療機器導入のお知らせ I 

富機能謳神縫外科手術用躙微鯖
(Ka『I Zeiss社襲、KINEV0900)

こ の度、最新型の脳神経外科手術用顕微鏡「Karl Zeiss 社製
KINEV0900」が当院に導入されました。

高解像度の4Kカメラを内部に2基搭載し、 3Dでの観察が可能と

なっています。この4K3D仕様の手術顕微鏡は現在のところ兵庫県

内では唯一であり、国内においても未だ多くは導入されていない高機

能手術顕微鏡です。深く狭い手術野でも、従来の 1軸照明では見落

としがちな部位にも光を当てる事ができる 2軸照明を有しています。

脳血管系の手術においては、血管の血流が確認できる ICG（血管蛍

光観察）カメラが高画質のハイビジョンカメラとなり、血管の観察機

能が飛躍的に向上しています。またこれまでモニターでしか観察でき

なかった ICG の画像が接眼レンズを通して観察でき、血流以外の組
織の自然な色での観察を可能にしたカラー ICG 機能を搭載したこと

により、従来の手術用顕微鏡では観察が困難であったことが可能にな

り安全かつ確実な手術が行えます。脳腫瘍の手術においては、悪性脳

腫瘍と正常組織との境界が分かりづらいため、以前から術中腫瘍蛍光

の機能を用い悪性脳腫瘍組織はピンク色に発色させ腫瘍部分を摘出し

ていました。高解像度の顕微鏡を使用することで、より正確に腫瘍摘

出を行うことができます。

これまで以上に地域医療に貢献させていただけるものと思います。よ

ろしくお願いします。（令和元年9月導入）

3D内損鎮手術システム
OLYMPUS社製、LTF-5300-10-3D) 

内視鏡下外科手術は、患者様への負担が少なく回復が早いなどのメ

リットから、日本では1990年代から急激に増加してきました。現在消

化器外科をはじめ、胸部外科、泌尿器科、婦人科などさまざまな診療科
で内視鏡手術は行われています。

内視鏡下外科手術の普及が進む一方、医師にとっては、2D映像であ
る内視鏡画面での手術は対象臓器の立体的な把握が困難であるため、

開腹手術のような処置が難しい場面がありました。

この度、対象臓器の立体的な観察が可能な外科手術用の3D内視鏡手

術システムと先端湾曲機能を搭載した3Dビデオスコー プを導入する

ことで、従来では内視鏡手術が困難とされていた症例への適応拡大や

精度の高い内視鏡手術の実現が可能となりました。（令和元年9月導入）

脳神経外科繹長
阪上義雄
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医療安全部長葦
外科・消化器外科謳長
宮本勝文

外科手術用30ビデオスコ ープ

3Dピデオスコ ーブの先蟻濤曲部分

骨密虞測定藝置
（＊ロジック社襲、Horizon-A)

【検査・放射纏睾】
放射編技繭長下村 広

骨密度測定装置は、 骨密度（骨塩量） を測定する装置で、骨粗慰症や関節
リウマチ、ホルモン分泌異常の診断に有効です。

測定には精度の高い DEXA 法 (Dual Energy X-ray Absorptiometry) を

用いており、 2種類のエネルギーのX線を検査部位に照射し、その透過率か

ら骨密度を測定する方法です。骨折するリスクの高い腰椎や大腿骨頸部が基

本的な測定部位となります。

定期的にそして継続的に骨密度測定検査を受けることにより、骨密度の変化
を捉えることができます。（令和元年 9 月導入）

饂科用99ノラマ翫層撮影蒙置
（モリタ社製、Ve『aviewXSOO)

歯科用パノラマ断層撮影装置は、従来のパノラマ撮影に加え、

歯科 CT 撮影が可能です。

パノラマX線写真は1枚の写真に顎骨や歯列全体を観察でき

るため、口腔内全体がどのような状態なのかを把握しやすく、

横長の風景写真「パノラマ」のような画像になります
歯科 CT 撮影は、通常の CT 検査と同じように輪切りの断層画
像を得ることができます。撮影範囲が下顎・上顎に限定されま
すが、より細かな画像を収集できるようになっています。

撮影した輪切りの画像をたし合わせることにより、歯や歯茎

の状態を自由自在な方向から画像として観察することができ、

親知らずの抜歯や根管治療などの診療に役立っています。
（令和元年9 月導入）

【検査・放射編部】
放射緯技鰤長F村 広

寓國質趨奮這診圃糠置
（キャノン社襲 i 8 0 0 )

超音波（エコ ー ）装置はプロ ー ブを身体に当て、心臓の動き

や大きさ、腹部臓器、乳腺・甲状腺などの体表臓器の性状や腫

瘤の観察を行う器械です。他の画像検査に比べ侵襲が少なく、
診療の中で身近でかつ、重要な検査の一つです。

今回導入したキャノン社i 8 0 0は腹部エコー検査に強い装

置です。 CTやMR 画像をエコ ー装置に取り込み、エコ ー画像

と同期させて表示する Fusion では描出しにくい腫瘤も診

断が可能となり、検査や治療の精度も向上しています。またエ

ラストグラフィ ーという肝臓の硬さを図ることのできる検査も

可能となり、肝硬変といった病気もより詳細に観察することが
できます。（令和元年 8 月導入）

【検査・放射緯謳】
主任検査技繭嵯峨 加津f
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